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【イベント開催報告】

　公益社団法人日本技術士会青年技術士支援委員会（委員長：村上玲）は、 1月18日（土）に東京都港区芝公園 3丁目

5-8にある機械振興会館にて、技術士のコンピテンシー（技術者倫理）の向上を目的としたイベントを開催しました。本イベ

ントは「ロールプレイで学ぶ技術者倫理」をテーマに、上野康弘氏（倫理委員会　啓発小委員会）による講義とグループ

ワークを行い、倫理的判断の重要性や難しさを体験しました。本イベントでは、 16名の技術者が参加しました。

イベント詳細

公益社団法人  日本技術士会  青年技術士支援委員会とは？

　公益社団法人 日本技術士会は技術士制度の普及・啓発に取り組んでいる唯一の全国組織です。

当会は、日本技術士会内に設けられた委員会組織で、45歳以下の技術士、技術士補、修習技術者

から構成され、若手技術士に向けた研鑚事業の企画・実施・支援をしています。

　本にベントでは、（公社）日本技術士会　倫理委員会　啓発小委員会の上野康弘氏による講義とロールプレイを取り入れた

グループワークを行いました。

　講義パートでは、倫理的課題の解決にあたり信頼関係構築のためのコミュニケーションが重要であり、粘り強く関係構築を

行うことの大切さを説明されました。

　グループワークでは、家電メーカーの新製品開発での会議を舞台にしたシナリオに基づき、参加者は各登場人物の立場

で、登場人物の価値観を優先した場合と技術者倫理を優先した場合の行動、それに伴う利益や損害を分析する「個人ワー

ク」を行いグループ内で共有しました。そして、登場人物ごとにチームを再編成し、会議での「主張」と「想定される反論」、「反

論に対する反駁」を検討しました。

　その後、新製品開発会議のロールプレイを 2ラウンド実施しました。 1ラウンドはそれぞれの価値観を優先した制約条件、 2
ラウンドは価値観を優先しつつも歩み寄る事を制約条件として実施しました。ロールプレイを通して、「 1ラウンドのような会議

はありがちで、正しいことを言うだけが良いわけではなく、解決には言い方と歩み寄りが大切」「価値観を貫くと平行線のまま

だが、倫理観を入れることで議論が建設的になる」といった学びが得られました。

　参加者からは「相互理解と尊重の大切さを再認識した。」「現実には売り上げやコストが関わるので歩み寄りが難しい事の

方が多いのではないか。」といった感想が寄せられました。

青年技術士支援委員会
「ロールプレイで学ぶ技術者倫理 」

対面開催にて大盛況で終了！

【本イベントに関するお問い合わせ】

 公益社団法人 日本技術士会 青年技術士支援委員会 委員長 村上 玲

委員会内広報グループ：山本直樹　E-mail :  pr＠peyec.jp 　※ 取材の際は左記までお問い合わせください。
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